
天
野
西
行
堂
に
つ
い
て 谷 

口 

正
信 

 
 

天
野
の
里
、
丹
生
都
比
売
神
社
の
西
方
、
約
五
百
米
、
小
高
い
岡
の
上
に
西
行
堂

及
び
妻
娘
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
塚
が
残
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
墓
の
下
に
妻
娘
が
尼
と
な
っ
て
住
ん
だ
庵
が
あ
っ
た
と
里
人
は
言
い
伝
え
て

い
る
。 

 

昔
よ
り
守
っ
て
き
た
西
行
堂
に
つ
い
て
、
天
野
に
残
る
文
献
や
、
そ
の
他
の
資
料

を
も
と
に
考
え
て
み
た
い
。 

                   

 

最
初
に
西
行
法
師
生
存
中
の
天
野
に
お
け
る
出
来
事
と
、
西
行
堂
に
関
係
す
る
事

項
を
年
代
順
に
列
挙
し
て
み
る
。 

 

康
治
元
年 

（
一
一
四
二
） 

 
 
 

西
行
の
妻
、
尼
と
な
り
天
野
に
住
む
、
貞
信
尼
と
称
す
。 

 

久
安
三
年 

（
一
一
四
七
） 

 
 
 

御
室
御
所
覚
法
法
親
王
、
高
野
参
籠
途
中
天
野
社
参
詣
、
久
安
六
年
ま
で
五

回
。 

 
 
 

こ
の
頃
、
中
納
言
局
が
天
野
に
移
る
。 

久
安
五
年 

（
一
一
四
九
） 

 
 
 

中
納
言
を
た
ず
ね
た
師そ

ち

の
局
と
、
高
野
山
よ
り
下
山
し
た
西
行
と
天
野
で
会

う
。 

 

仁
平
二
年 

（
一
一
五
二
） 

 
 
 

西
行
の
娘
も
尼
と
な
り
、
天
野
の
母
と
共
に
住
む
。 

 

治
承
三
年 

（
一
一
七
九
） 

 
 
 

有
王
丸
天
野
で
住
む
。 

 

治
承
四
年 

（
一
一
八
〇
） 

 
 
 

横
笛
天
野
に
住
む
。 

 

文
治
四
年 

（
一
一
八
八
） 

 
 
 

斉
所
権
介
成
清
、
天
野
社
頭
で
子
寂
阿
弥
と
面
会
す
る
。 

正
治
元
年 

（
一
一
九
九
） 

 
 
 

西
行
娘
天
野
で
往
生
、
八
月
彼
岸
の
頃
。 

建
長
の
始
頃
（
一
一
五
〇
） 

 
 
 

天
野
里
人
西
行
堂
を
建
て
る
。 

 

応
安
五
年 

（
一
三
七
二
） 

 
 
 

妻
娘
の
墓
に
宝
篋
印
塔
を
建
て
供
養
す
る
。 

文
安
六
年 

（
一
四
四
九
） 

 
 
 

仝
右
。 

明
暦
元
年 

（
一
六
五
五
） 

 
 
 

西
行
堂
荒
廃
す
る
。 



寛
文
十
年 

（
一
六
七
〇
） 

 
 
 

西
行
堂
再
建
。 

享
保
末
頃 

（
一
七
三
〇
） 

 
 
 

以
雲
、
天
野
西
行
堂
で
歌
を
よ
む
。 

文
政
六
年 
（
一
八
二
三
） 

 
 
 

西
行
堂
修
理
。 

弘
化
四
年 

（
一
八
四
七
） 

 
 
 

西
行
堂
木
版
出
版
す
る
。 

昭
和
六
十
一
年 

（
一
九
八
六
） 

 
 

西
行
堂
再
々
建
。 

  
 

一
、
西
行
法
師
生
存
中
の
天
野 

 

西
行
が
出
家
し
た
の
は
、
保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
が
定
説
で
あ
る
。
発
心
集
に

よ
る
と
、 

 
 

「
西
行
出
家
し
け
る
時
（
中
略
）
か
く
て
こ
こ
か
し
こ
修
行
し
て
あ
り
く
程
に
、

は
か
な
く
て
二
・
三
年
に
な
り
ぬ
」 

そ
の
と
き
、
妻
は
す
で
に
娘
と
一
緒
に
生
活
は
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
「
西
行
物
語
」

（
四
七
）
に
よ
る
と
、 

 
 

「
さ
て
も
、
さ
ば
か
り
い
と
ほ
し
が
ら
せ
給
ひ
し
姫
君
の
事
、
い
と
ほ
し
さ
よ
、

御
出
家
の
の
ち
、
や
が
て
母
御
前
も
様
変
え
て
、
一
・
二
年
は
姫
君
と
一
つ

所
に
お
は
せ
し
が
…
…
中
略
…
…
そ
の
の
ち
母
御
前
は
、
高
野
の
ふ
も
と
天

野
と
い
ふ
所
に
行
ひ
て
お
は
し
き
…
…
」 

と
述
べ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
妻
が
天
野
に
庵
を
結
ん
だ
の
が
、
西
行
出
家
の
二
年
後

の
、
康
治
元
年
頃
と
考
え
て
い
い
。 

 

現
在
庵
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
昭
和
初
期
に
は
、
小
高
い
庵
の
場
所
と
、
そ
の
下

に
西
行
が
狭は

ざ

田 ま
だ

と
称
さ
れ
る
小
さ
な
田
が
残
さ
れ
て
い
た
。 

 

こ
の
時
代
の
天
野
は
、
高
野
参
詣
の
道
中
の
土
地
で
あ
り
、
天
野
社
の
名
と
共
に

都
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
白
河
上
皇
、
天

治
元
年
（
一
一
二
六
）
鳥
羽
上
皇
の
高
野
山
詣
で
の
途
中
、
天
野
社
参
詣
等
に
よ
っ

て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
西
行
の
妻
も
高
野
山
の
ふ
も
と
、
天
野
の
里
を
遁
世
の
場
所

と
し
て
選
ん
だ
の
は
当
然
の
事
で
あ
ろ
う
。 

 

待
賢
門
院
に
仕
え
た
中
納
言
の
局
も
天
野
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
窪
田

章
一
郎
氏
著
『
西
行
の
研
究
』（
二
四
〇
頁
）
に
よ
る
と
、
待
賢
門
院
璋
子
没
後
（
久

安
元
年
）
中
納
言
の
局
は
、
一
年
の
喪
に
服
し
た
後
、
小
倉
に
住
ん
だ
が
、
そ
こ
よ

り
天
野
に
移
っ
た
の
が
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
頃
、
そ
し
て
西
行
が
高
野
山
に
移

っ
た
の
が
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
頃
と
述
べ
て
い
る
が
、
西
行
と
関
係
の
深
か
っ

た
中
納
言
の
局
で
あ
る
の
で
、
西
行
と
相
前
後
し
て
の
転
居
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
山
家
集
」
に
よ
る
と
、 

 
 

小
倉
を
住
み
捨
て
て
、
高
野
の
麓
あ
ま
の
と
申
山
に
住
ま
れ
け
り
、
同
じ
院
の

師
の
局
、
都
の
外
の
住
所

す

み

か

訪
ひ
申
さ
で
は
、
い
か
が
と
て
分
け
お
は
し
た
り
け

る
。
あ
り
が
た
く
な
ん
、
帰
る
さ
に
、
粉
河
へ
ま
ゐ
ら
れ
け
る
に
、
御
山
よ
り

出
で
あ
ひ
た
り
け
る
を
（
下
略
）
」 

中
納
言
を
見
舞
い
、
師
の
局
と
西
行
と
合
っ
た
の
は
ど
こ
と
い
う
言
い
伝
え
も
記
録

も
な
い
が
、
妻
娘
の
庵
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。 

 

た
だ
、
中
納
言
の
局
の
墓
ら
し
き
も
の
が
、
西
行
妻
娘
の
庵
の
上
方
・
約
百
米
の

所
に
塚
が
残
っ
て
い
る
が
、
里
人
は
待
賢
門
院
の
墓
と
称
し
て
い
る
。 

 

仁
平
二
年
（
二
五
二
）
頃
に
、
西
行
の
娘
も
十
五
才
程
に
て
尼
と
な
り
、
天
野
の

母
の
許
で
住
ん
だ
こ
と
は
、
「
発
心
集
」
（
五
）
に
、 

 
 

さ
て
さ
て
此
の
娘
尼
に
な
り
て
、
高
野
の
ふ
も
と
に
天
野
と
云
ふ
所
に
さ
い
だ

ち
て
、
母
が
尼
に
な
り
て
居
た
る
所
に
行
き
て
、
同
じ
心
に
行
ひ
て
な
む
あ
り

け
る 

と
述
べ
て
い
る
。 

 

母
の
入
寂
の
年
は
わ
か
ら
な
い
が
、
「
西
行
物
語
」
に
よ
る
と
、 

か
の
娘
の
尼
を
善
知
識
と
し
て
、
終
る
を
か
ね
て
よ
り
、
多
く
念
仏
や
む
事
な

く
、
眼
る
が
ご
と
く
し
て
往
生
を
遂
げ
に
け
り
。
娘
の
尼
も
、
一
生
不
犯

ふ

ぼ

ん

の
身

に
て
、
正
治
元
年
八
月
彼
岸
の
頃
、
こ
れ
も
往
生
（
下
略
） 

娘
の
尼
は
六
十
二
、
三
才
で
往
生
し
た
こ
と
に
な
る
。 



 
西
行
の
妻
が
尼
と
な
り
て
よ
り
娘
の
尼
の
往
生
す
る
ま
で
の
約
五
十
年
問
は
、
天

野
へ
の
遁
世
者
も
多
く
、
現
実
社
会
と
仏
門
の
接
点
と
し
て
の
天
野
を
位
置
づ
け
る

言
い
伝
え
も
多
い
。 

 

有
王
丸
が
俊
寛
の
姫
君
と
共
に
天
野
の
別
所
に
住
ん
だ
と
い
う
「
源
平
盛
衰
記
」
。

滝
口
入
道
を
慕
っ
て
横
笛
が
天
野
の
里
で
、
十
九
才
で
は
か
な
く
な
っ
た
と
い
う
横

笛
の
恋
塚
「
高
野
春
秋
」
。
斉
所
権
介
成
清
が
、
出
家
し
た
わ
が
子
寂
阿
弥
と
天
野
社

頭
で
涙
の
出
合
い
を
し
た
と
い
う
「
発
心
集
」
。
鬼
王
団
三
郎
が
主
の
骨
を
高
野
山
に

納
め
、
天
野
で
終
っ
た
「
紀
伊
続
風
土
記
」
等
々
。 

 

そ
れ
ら
は
真
実
で
な
い
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
当
時
の
天
野
は
、
都
で

も
宮
中
で
も
知
ら
れ
て
い
た
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

久
安
三
年
五
月
二
日
よ
り
、
久
安
六
年
七
月
ま
で
四
年
間
に
、
五
回
に
わ
た
る
御

室
御
所
覚
法
法
親
王
が
高
野
山
に
籠
っ
た
が
、
「
山
籠
日
記
」
（
又
続
宝
簡
集
三
〇
）

に
よ
れ
ば
、
最
初
の
登
り
は
九
度
山
慈
尊
院
を
通
っ
た
が
、
以
後
は
三
谷
－
天
野
－

高
野
山
の
道
順
を
と
っ
て
い
る
。
文
中
に
、 

 
 

三
谷
坂
、
木
影
而
無
深
泥
道
程
近
（
下
略
） 

そ
し
て
山
籠
の
行
き
帰
り
に
天
野
社
に
参
詣
し
、
種
々
の
物
を
貢
ぎ
、
八
乙
女
の
舞

等
奉
納
し
て
い
る
。 

 

天
野
の
神
主
も
当
時
は
三
谷
に
住
み
、
こ
の
道
を
祭
事
毎
に
登
り
、
常
住
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
八
月
二
十
六
日
よ
り
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
こ
の
時
代
の
高
野
山
の
表
街
道
は
、
三
谷
、
天
野
、
高
野
山
で
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。 

  
 

二
、
天
野
西
行
堂
の
そ
の
後 

 

西
行
入
寂
は
建
久
元
年
（
二
九
〇
）
娘
の
尼
往
生
は
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
庵

の
上
に
妻
娘
の
墓
が
あ
り
、
庵
の
朽
ち
る
と
共
に
墓
の
横
に
里
人
が
西
行
の
徳
を
し

の
び
、
堂
を
建
て
た
の
が
天
野
西
行
堂
の
始
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
一
二
五
〇
年

頃
で
あ
ろ
う
（
資
料
一
西
行
堂
記
） 

 

そ
の
後
修
復
を
く
り
返
し
つ
つ
維
持
し
て
来
た
が
、
参
拝
者
も
多
く
応
安
五
年
（
一

三
七
二
）
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
に
妻
娘
の
墓
に
宝
篋
印
塔
を
建
て
供
養
さ
れ
て

い
る
。
四
基
あ
る
内
、
応
安
四
年
と
五
年
の
塔
が
和
歌
山
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
（
内
容
に
つ
い
て
後
記
資
料
二
参
照
）
現
在
所
在
地
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

天
野
西
行
堂
は
、
修
復
や
供
養
に
は
常
に
高
野
山
が
か
か
わ
っ
て
い
た
。
奥
の
院

よ
り
、
西
行
堂
の
お
供
え
等
に
使
用
す
る
米
を
作
る
田
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
の
又
太
郎
作
職
売
券
（
後
記
資
料
三
に
よ
っ
て
も
明

ら
か
で
あ
る
。 

 

伝
承
で
は
あ
る
が
「
紀
伊
国
名
所
図
絵
」
（
二
）
の
西
行
堂
の
絵
の
中
の
文
に
、 

 
 

堂
の
前
に
西
行
が
狭は

ざ

田 ま
だ

と
い
ふ
あ
り
、
そ
の
田
今
に
蛙
な
く
事
な
し 

 
 
 

西
行
が
た
ま
た
ま
つ
く
る
は
ざ
ま
だ
の 

 
 
 
 
 
 

尻
の
せ
ま
ち
の
ひ
る
ぞ
か
な
し
き 

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
西
行
が
妻
娘
の
庵
に
て
歌
を
考
え
る
最
中
、
蛙
が
あ

ま
り
に
や
か
ま
し
い
の
で
、
験
力
に
よ
り
、
西
山
の
方
の
蛭ひ

る

と
、
狭
田
の
方
の
蛙
を

と
り
替
え
た
と
言
い
、
そ
れ
以
後
西
山
に
は
蛙
が
多
く
、
狭
田
近
く
に
は
蛭
が
多
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

西
行
が
米
を
作
っ
た
と
言
う
が
、
西
行
堂
へ
お
供
え
の
田
の
事
が
、
こ
の
伝
承
に

つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 



 
江
戸
時
代
に
入
り
、
明
暦
の
は
じ
め
（
一
六
五
五
）
堂
は
荒
廃
、
草
地
と
化
し
た

が
、
高
野
山
の
僧
が
中
心
と
な
り
、
寛
文
十
年
の
暮
復
興
・
再
建
し
た
。
そ
の
時
の

こ
と
を
板
に
記
し
堂
に
か
け
た
の
が
西
行
堂
記
（
資
料
一
）
で
あ
る
。 

 

そ
れ
以
後
、
高
野
山
側
で
も
西
行
堂
を
重
視
し
、
「
天
野
両
法
会
雑
記
」
（
高
野
山

図
書
館
蔵
）
に
よ
る
と
、
毎
年
行
な
わ
れ
る
天
野
社
に
お
け
る
六
月
会
の
内
、
六
月

十
六
日
は
、
高
野
山
南
谷
の
僧
侶
は
西
行
堂
に
お
ま
い
り
供
養
す
る
こ
と
に
定
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。（
後
記
資
料
四
） 

 

な
お
天
野
社
で
の
四
月
七
日
吹
送
り
神
事
に
よ
り
始
ま
り
六
月
十
八
日
に
終
る
葛

城
修
験
者
の
行
事
は
、
五
月
四
日
よ
り
葛
城
二
十
八
宿
四
十
九
院
を
巡
る
の
で
あ
る

が
、
天
野
に
お
け
る
行
場
の
中
に
西
行
堂
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

一
七
三
〇
年
前
後
で
あ
ろ
う
か
、
西
行
研
究
僧
の
以
雲
が
、
天
野
の
西
行
堂
に
詣

で
て
、
一
首
を
詠
じ
た
の
が
「
紀
伊
名
所
図
絵
」（
二
）
六
九
三
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

西
行
法
師
、
の
り
き
よ
と
い
ひ
し
と
き
の
妻
、
尼
と
な
り
て
天
野
に
す
ま
れ
し

あ
と
と
て
、
今
に
草
庵
あ
り
、
秋
の
こ
ろ 

 

な
く
虫
の 

草
に
や
つ
れ
て 

い
く
秋
か 

 
 
 

あ
ま
の
に
残
る 

露
の
や
ど
り
ぞ 

似
雲 

 

文
政
ハ
年
（
一
八
二
三
）
西
行
堂
が
再
度
破
壊
し
高
野
山
如
意
輪
寺
・
前
官
弘
栄

（
第
三
百
四
十
九
世
寺
務
検
校
）
の
世
話
に
よ
り
修
造
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
事
情
を
、

前
の
西
行
堂
記
の
板
に
裏
書
と
し
て
、
高
野
山
無
量
光
院
乗
海
（
第
三
百
五
十
七
世

の
花
園
を
つ
と
め
る
）
に
よ
り
記
さ
れ
て
い
る
。
（
後
記
資
料
一
） 

 

そ
の
後
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
、
杉
本
林
蔵
氏
に
よ
っ
て
、
紀
州
伊
都
郡
天

野
村
・
西
行
上
人
旧
跡
之
図
の
版
画
が
、
東
都
純
澤
筆
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
西

行
法
師
六
百
五
十
年
法
要
を
行
っ
た
四
年
後
で
あ
る
。 

そ
れ
以
後
朽
ち
る
に
ま
か
せ
、
明
治
中
頃
に
は
姿
も
消
え
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
昭

和
六
十
一
年
、
里
人
の
望
み
も
叶
え
ら
れ
、
高
野
山
・
天
野
の
人
々
の
力
に
よ
り
再
々

建
さ
れ
た
。
「
紀
伊
名
所
図
絵
」
の
西
行
堂
を
参
考
に
し
た
お
堂
で
あ
る
。 

   

     

資
料
一 

「
西
行
堂
記
」 

 
 
 

（
杉
本
温
子
氏
所
蔵
） 

 

西
行
者
武
衛
萩
尉
康
清
子
藤
秀
郷
九
世 

 

之
孫
也
俗
名
（
以
下
略
） 

 
 

（
中
略 

二
十
一
行
ア
リ
） 

紀
州
天
野
丹
生
祠
之
西
有
西
行
堂
村
民 

相
伝
西
行
与
妻
及
女
於
是
締
草
庵
念 

経
修
定
又
有
余
力
則
登
高
野
山
拜
高 



祖
之
聖
廟
如
是
年
久
而
遂
則
斯
処
而 

寂
郷
人
慕
其
徳
為
之
誅
芽
擬
影
堂
云 

其
後
廃
興
止
一
兩
度
而
己
哉
明
暦
之 

初
又
為
荒
草
之
地
今
茲
春
三
月
當 

山
学
侶
感
慨
之
余
戮
力
復
旧
制
且
有 

人
新
畫
西
行
及
妻
子
之
小
像
掛
之
璧
間 

 
 

後
七
行
略 

 
 
 

于
時 

寛
文
十
年
暮
陽
之
日
高
野
山
沙
門
謹
書 

  
 

「
西
行
堂
記
裏
書
」 

 

此
庵
数
度
興
廃
今
亦
殆
將
破
壊
然 

 

無
加
修
造
人
焉
如
意
輪
寺
前
官 

 

弘
栄
深
悲
之
而
以
尋
此
庵
事 

 

暦
事
載
而
有
年
預
坊
大
条
於
是 

 

入
書
於
年
預
坊
碩
老
議
而
日 

 
 

（
中
略 

四
行
ア
リ
） 

 

修
造
予
応
前
宮
言
粗
記
事
由 

 

以
而
裏
書
示
後
者
而
己 

 
 
 

于 

時 

 

文
政
六
龍
集
癸
未
林
鐘
之
日
誌
之 

 

高
野
山
無
量
光
院
乗
海 

     

資
料
二 

宝
篋
印
塔 

二
基 

 
 

（
和
歌
山
県
指
定
文
化
財
調
査
報
告
書
） 

◎
総
高
一
四
五
糎
・
基
礎
上
端
二
段
・
側
面
四
面
と
も
無
地
、
高
三
五
糎
巾
四
三
糎
、

塔
身
高
さ
巾
共
二
三
糎
で
各
面
輪
廓
を
ま
き
、
内
部
を
舟
型
に
く
ぼ
め
た
と
こ
ろ

に
釈
迦
、
定
印
弥
陀
、
弥
勒
、
薬
師
の
各
座
像
を
浮
彫
り
に
し
て
い
る
。 

そ
の
内
部
は
、
無
地
、
高
さ
三
三
・
五
糎
、
相
輪
完
存
、
銘
文
は
基
礎
一
面
に
あ

り
、
十
三
行
あ
る
ら
し
く
、
細
字
多
く
彫
り
が
浅
い
為
、
完
読
不
可
能
で
三
行
目

と
十
二
行
目
、
十
三
行
目
の
一
部
が
読
め
る
だ
け
。 

 
 

三
行
目 

十
方
霊
□
□
□ 

十
二
行
目 

 
 
 
 

願
□
□ 

十
三
行
目 

応
安
四
年
□
□
□
□ 

 

◎
和
泉
砂
岩
製
塔
身
一
部
欠
損
あ
る
以
外
完
存 

一
四
一
糎
基
礎
二
段
、
側
面
四
面
無
地
、
高
さ
三
四
糎
巾
四
三
糎
、
塔
身
は
各
面

輪
廓
を
ま
き
、
内
部
を
舟
型
に
ほ
り
く
ぼ
め
て
、
現
在
、
北
釈
迦
、
東
薬
師
、
南

蓮
華
を
も
つ
観
音
、
西
定
印
阿
弥
陀
の
各
座
像
を
浮
彫
り
に
す
る
。
高
さ
巾
共
二

二
糎
、
笠
は
下
二
段
上
六
段
隅
飾
直
立
し
二
弧
輪
廓
付
、
内
部
表
面
、
相
輪
完
存
、

前
記
の
塔
と
大
同
小
異
銘
文
は
基
礎
一
面
に
あ
り
、
二
行
ま
で
不
明
。 

 

三
行
目 

□
□
□
□
□
□
□
偏
阿
弥
陀
仏 

 
 
 
 
 
 
 

比
丘
尼
覚
念
井
立
澄 

 
 
 
 
 
 
 

為
乃
至
法
界
平
等 

 
 
 
 
 
 
 

利
益
也 

 
 
 
 
 
 
 
 

応
妾
五
年
壬
子
三
日
五
日
敬
白 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
近
畿
民
俗
学
会
調
査
） 

◎
三
番
目
は
少
し
小
さ
く
、
四
番
目
は
相
輪
を
失
っ
て
い
る
が
現
在
高
四
五
糎
の
小

印
塔
で
基
礎
一
面
に
次
の
銘
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

祐
阿
弥
陀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仏 

 
 
 
 
 
 

文
安
六
年 

 
 
 
 
 
 

正
月
廿
四
日 

 



 

資
料
三
「
又
太
郎
作
職
売
券
」 

 
 

（
丹
生
広
良
氏
文
書
） 

 
 

売 
 
 
 
 
 
 
 
 

田 
 
 

作 

 

ウ
リ
わ
タ
シ
申
候
タ
ノ
サ
ク
ノ
事 

地
利 

 
 

奥 
 
 
 

院 
 

田 

 

チ
リ
ワ
ヲ
ク
ノ
イ
ン
テ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

候 
 
 
 

上 
 

米 
 
 
 

西 
 
 

行 
 
 

堂 
 
 
 

行 
 
 
 
 
 

餅 

イ
チ
石
三
斗
ニ
テ
ソ
ロ
、
ウ
ワ
マ
イ
ハ
サ
イ
キ
ャ
ウ
ト
ウ
ノ
ヲ
コ
ナ
イ
ノ
モ
チ
ノ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牛 
玉 

 

杖 
 
 
 
 
 
 
 
 

散 

紙 
 
 
 

帖 
 
 
 
 
 
 
 
 

束 
 

 

米
三
斗
マ
タ
五
升
ハ
コ
ヲ
ウ
ツ
エ
五
十
ホ
ン
、
サ
ン
シ
ニ
テ
ウ
、
コ
マ
サ
一
ソ
ク 

 
 
 

東 
 
 
 

岸 
 
 
 

限 

ヒ
カ
シ
ハ
キ
シ
ヲ
カ
ン
キ
テ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

川 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道 

ミ
ナ
ミ
ハ
カ
ワ
ヲ
カ
ン
キ
テ 

ク
ノ
せ
マ
チ
ノ 

西
ハ
ミ
チ
ヲ
カ
ン
キ
テ 

 
 
 

数 

カ
ツ
ミ
ツ 

 

キ
タ
ハ
ミ
チ
ヲ
カ
ン
キ
テ 

 
 
 

大
ク
ト
ノ 

 
 
 

作  
  
 
  

料 
 

束 

サ
ク
ノ
レ
ウ
ソ
ク 

 
 

カ
ウ
チ
ウ
ニ
ン
ヤ
七 

  
 

合
五
貰
文
ウ
リ
申
候
コ
ト 

 
 
 

マ
タ
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後 
 
 
 
 
 
 

証 
 
 

文 
 

件 
 
 
 
 
 

如 

マ
コ
ト
ナ
リ
、
ヨ
ッ
テ
コ
日
ノ
シ
ョ
ウ
モ
ン
ク
タ
ン
ノ
コ
ト
シ 

 
 

年 
 

季 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 
 

戌 
 
 
 
 
 
 
 

春 
 

戻 

 

ネ
ン
キ
ハ
十
年
キ
リ
、
子
ノ
ト
シ
ョ
リ
イ
ヌ
ノ
ト
シ
ノ
ハ
ル
モ
ト
ル
ヘ
シ 

 
 
  
 
  
  
 
  
  
  
 
  
  
 
  
  
  
 
  
  
  

カ
イ
ヌ
シ 

 
 
 

ウ
リ
テ 

天
文
廿
一
年
二
目
廿
一
日
セ
ン
フ
ク
イ
ン
又
太
郎 

（
略
印
） 

    

資
料
四 

「
天
野
兩
法
会
雑
記
」 

 

（
高
野
山
図
書
館
蔵
） 

 
 
 

六
月
会 

 

（
前
・
後
略
） 

一
十
六
日
朝
鐘
定
、
透
廊
へ

出
仕
、
供
養
法
、 

 

法
眼
著
座
ノ

上
、
理
趣
経
二
巻
、
讃
・
廻
向
・
慈
救
咒
等
、
如
二

前
日
一 

 
 

（
中 

略
） 

一
同
日
、
酉
上
剋
鐘
定
、
床
中
透
廊
へ

出
仕
、
法
眼
著
座
之
上
読
経
世
、
供
養
法
等
如

二

前
日
一 

 

但
、
同
時
二

南
谷
分
手
ノ

衆
ハ

不
レ

到
二

神
前
二

一 

鐘
ヨ
リ

直
二

西
行
堂
へ

出
仕
シ 

理

趣
経
一
巻
、
讃
、
回
向
、
光
明
真
言
読
議
了
テ

帰
宿
ス 

附
り

前
官 

法
眼 

法
橋
之
鉢
ハ 

以
テ
二

一
名
代
ヲ
一

勤
ム
レ

之 

尤
モ

西
行
堂
ノ

杏
花
、
燈
明
等
、
従
リ
二

古
来
一

天
野
円
了
調
フ
レ

之
ヲ 

下
向
ト
シ
テ
毎

六
月
八
木
三
器
自
二
年
預
一
渡
ス
レ
之
ヲ 

 

（
注
）
ワ
ー
プ
ロ
・
ソ
フ
ト
の
関
係
で
、
右
の
資
料
に
お
け
る
表
記
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

二
一
は
、
二
が1

の
右
に
、1

が
二
の
左
に
並
列
し
て
書
い
た
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ム
レ
は
、
ム
が
レ
の
右
に
、
レ
が
ム
の
左
に
並
列
し
て
書
い
た
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テ
二
は
、
テ
が
二
の
右
に
、
二
が
テ
の
左
に
並
列
し
て
書
い
た
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フ
レ
は
、
フ
が
レ
の
右
に
、
レ
が
フ
の
左
に
並
列
し
て
書
い
た
も
の 


